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農業職の業務(行政、普及、教育、研究）

＜県内１２普及センター＞
県北農林事務所 経営・普及部門（常陸太田地域農業改良普及センター）

常陸大宮地域農業改良普及センター

県央農林事務所 経営・普及部門（水戸地域農業改良普及センター）

笠間地域農業改良普及センター

鹿行農林事務所 経営・普及部門（鉾田地域農業改良普及センター）

行方地域農業改良普及センター

県南農林事務所 経営・普及部門（土浦地域農業改良普及センター）

稲敷地域農業改良普及センター

つくば地域農業改良普及センター

県西農林事務所 経営・普及部門（筑西地域農業改良普及センター）

結城地域農業改良普及センター

坂東地域農業改良普及センター

普及事業とは・・・
都道府県の専門の職員が、直接農業者に接して農業技術・経営に関す
る支援を行う事業で、国と都道府県が協同して行っています。
事業実施のため、全国に普及センター等が設置されています。



結城地域農業改良普及センター
入庁から2年間勤務

管轄地域：結城市・八千代町・常総市

1年目の業務
・若手農業者育成（農業学園、 ４Hクラブ）
・広報誌作成

2年目の業務
・果樹産地の振興
・若手農業者育成
・広報誌作成

結城市

常総市

八千代町



若手農業者育成（農業学園）

・就農して間もない農業者を対象に、農業に関する基礎知識につい
て講座を開催

・年間８回程度開催 ※地域により異なる

文書・資料作成 → 起案・修正・決裁 → 準備等 → 当日

その他（学べること等）

開催までの流れ

・起案の基礎、スケジュール管理
・若手農業者との交流
・農業知識の向上



若手農業者育成（4Hクラブ）
・地域の若手農業者グループ
・経営課題解決のためのプロジェクト活動の支援を通じて

資質向上を目指す
活動内容 ※結城4Hクラブ

・地域課題に対する技術、品種を用いた栽培試験
（プロジェクト活動）
・農業祭等イベントの企画、運営 等

普及指導員が行う支援

・プロジェクト活動のサポート
・クラブ員個人の課題解決



2年目以降の業務

普及センター配属→特技(専門項目)

野菜経営・作物経営・花き経営・果樹経営・経営及び流通・アグリビジネス

結城地域の果樹振興
ナシ、ブドウ、キウイフルーツ
その他 サクランボ、ブルーベリー … 等

*管内地域農業振興に向けた普及指導活動を効率的・効果的に
実施するための計画

*普及計画に基づいた業務、集団・個別農家
対応（病害診断等）、栽培管理講習会対応
など



県西農林事務所 経営・普及部門
（筑西地域農業改良普及センター）
入庁3年目～

管轄地域：筑西市・桜川市・下妻市

業務内容
・専門項目技術向上研修

・果樹経営の指導、JAや市町村等関係機関と

連携した産地の育成

・研究と連携したナシの新品種の普及

・ナシの輸出（検査補助員）

桜川市

下妻市

筑西市



３年目 専門項目技術向上研修
・産地で問題となっている病害虫や地域課題解決のため、

半年間研究所で試験・調査を実施し、技術を習得する。

計画作成 研究所での調査
調査結果とりまとめ・

経営試算作成

高温が原因と予想され
るナシの障害果発生

遮光等で発生軽減が
可能か調査



就職して感じたこと
・農業が盛んな地域に配属されたため、果樹だけでなく他品目等の
多くの知識が得られる

・普及センターは生産者の反応をすぐに見ることができるため、
やりがいを感じる

・現場対応が多いため、様々な知識を求められる

大切なこと
・普及指導員は、生産者への一方的な指導だけでなく、
生産者と共に協力し産地を盛り上げていくという意識が大切

・自分が行う業務の目的など意識をしっかりと持って取り組む



茨城県農業職への受験前に…

・全国の中で茨城県が農業分野において
どういったポジションにいるのか把握しておく

・行政、普及、教育、研究のどこに配属しても、様々な観点から
茨城県の農業を盛り上げていくという意識を常に持つ

ご清聴ありがとうございました


